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アメリカ・ポートランド市を訪問しました

令和6年第3回定例会
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45日間で開催し、各会派の代表質問は9月25日か
ら３日間の予定です。
　なお、日程は変更する場合がありますので、事前
にご確認ください。
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③

②
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⑤
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第2部

審 議 日 程

消防局/環境局
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危機管理局/総務局/
デジタル戦略推進局 
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子ども未来局

病院局/保健福祉局

建設局
会計室/財政局/議会事務局/
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招集日、市長提案説明など
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代表質問

常任委員会
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決算特別委員会③
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決算特別委員会⑤
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9月 18日（水）

9月 25日（水）

9月 26日（木）
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10月   3 日（木）
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代表質問、議案付託
決算特別委員会①

永年勤続議員への表彰状を伝達
　６月４日、本会議場で永年勤続議員への表彰状伝
達式が行われました。これは、５月22日に開催された
全国市議会議長会定期総会で、市議会議員の在職
が25年以上となった議員が特別表彰を受けたことに
よるものです。
　表彰された議員は次のとおりです。

か ず お

い が ら し と く み

お さ な い な お や

○在職25年以上 こんどう　和雄　議員
五十嵐　徳　美　議員
長　内　直　也　議員

いい じま

▲３人の議員を代表して、飯島議長から、
　表彰状を受け取るこんどう議員（右）

　札幌市とポートランド市の姉妹都市提携65周年を
迎え、飯島議長を団長とする議会訪問団12人がポート
ランド市を訪問しました。
　このたびの記念訪問には、議会訪問団のほか、秋元
市長、経済関係団体など、総勢36人が参加しました。
　テッド・ウィーラー市長および吉岡雄三・在ポート
ランド総領事を表敬訪問し、現地情勢についてお話
を伺い、意見交換を行ったほか、ポートランド市主催
の記念式典やレセプションへの出席、産業支援団体
や半導体産業などの企業を視察しました。
　今回の訪問は、この65年間で築き上げてきた両市
の友好関係の深さを改めて実感する貴重な機会とな
りました。今後も両都市間の交流を深め、相互発展に
取り組んでいきます。

いい じま

あき もと

よし おか ゆう ぞう

いい じま
▲テッド・ウィーラー市長を表敬訪問する
　飯島議長
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第2回 定例会 令和６年度の補正予算などを
審議しました（５月17日～６月４日）

　令和６年第2回定例会では、令和６年度補正予算や札幌市区の設置等に関する条例等の一部を改正
する条例案などの議案24件、諮問1件、意見書8件、決議1件を全会一致または賛成多数で可決しました。

　本定例会では、一般会計を61億900万円、特別会計
を1億1200万円、全会計で総額62億2100万円を増額
する補正予算を可決しました。
　一般会計は、定額減税をしきれない方への補足給付
金に係る経費のほか、障害福祉サービスなどの報酬改
定に伴うシステムの改修、新MICE施設の整備に向け
た概要の検討に係る経費、除排雪業務に係る労務単価
の上昇に対応するための経費などを追加しました。
　特別会計は、国民健康保険および後期高齢者医療保
険の被保険者に対し、医療保険のデータベースに登録
されている個人番号の確認に係る通知を行うための経
費を追加しました。

可決した主な議案 ～補正予算と条例案～

令和６年度の補正予算

条　例　案

●一般会計予算
・低所得者支援および
　定額減税補足給付金の追加
・障害福祉サービス費に係る
　自立支援事務費の追加
・MICE施設整備費の追加
・道路除雪費、雪堆積場管理費ならびに
　雪対策施設維持管理費の追加
●特別会計
・国民健康保険事務費の追加
・後期高齢者医療保険事務費の追加

補正予算の主な内容

札幌市区の設置等に関する条例等の一部を改正する条例案

　仮庁舎に一時的に移転している中央区役所、福祉に関する事務所である中央区保健福祉部お
よび中央保健センターのほか、中央区民センターを旧中央区役所庁舎の位置に新たに整備する
中央区複合庁舎に移転するものです。

札幌市附属機関設置条例の一部を改正する条例案

　本市の医療体制を取り巻く環境の急速な変化への対応に当たり、地域医療について、専門的
かつ包括的な検討を行い、その結果を医療政策に反映させるため、新たな常設の附属機関とし
て札幌市医療体制審議会を設置するものです。

札幌市税条例等の一部を改正する条例案

　法人市民税について、中堅企業向けの賃上げ促進税制などが創設されたことによる所要の措
置を講ずるほか、個人市民税について、子育て世帯などに対する住宅借入金等特別税額控除の
拡充を行うなどのものです。

可決した主な意見書・決議（概要）

地方創生に貢献するサーキュラーエコノミー
（循環型経済）の一層の推進を求める意見書

意見書

上記を含む可決した意見書および決議の全文は、市議会ホームページに掲載しています。

意見書とは、市政の発展に必要な事柄の実現を要請するため、
市議会の意思を決定し、国会や政府などに提出するものです。

　従来の３Ｒの取り組みに加え、ストックを有効活用しながら資源消費の最小化や廃棄物の発生抑
制等を目指すサーキュラーエコノミーの推進は、地方創生・地域活性化の実現に大きく貢献するも
のです。
　また、国連が採択した「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」とも関連が深く、達成目標としている２０３０年
に向けても、サーキュラーエコノミーに係る取り組みを加速させることは重要です。
　そこで、地方創生に貢献するサーキュラーエコノミーを一層推進するために、国会および政府に
対し、次の事項を実施するよう強く要望します。

①地域の循環資源や再生可能資源の活用など、地方自治体と民間企業の連携による資源循環ビ
　ジネスの創出支援を強化すること。
②地域における廃棄物処理の広域化や廃棄物処理施設の集約化、効率的な廃棄物エネルギーの
　回収などを推進するとともに、地方自治体、住民および民間企業等の協働により、脱炭素か
　つ持続可能な適正処理に資する資源循環の体制強化に対する支援を拡充すること。
③製品のメンテナンスやリユース製品の積極的な利用といった住民・消費者の意識変革や行動
　変容を促すとともに、地方自治体と民間団体等の連携によるリユース製品の循環環境の整備
　を支援すること。

米国の臨界前核実験に抗議する決議

決 議 決議とは、市議会としての意思を決定し、それを対外的に
表明するものです。

しん し

　核兵器の廃絶は、最初の被爆国である日本をはじめ、今や全世界の人類共通の願いとなっています。
　しかしながら、このたび、米国政府がネバダ州にある核実験場において、２０２４年５月に臨
界前核実験を実施していたとの報がありました。平和都市宣言を行った札幌市において、本市議
会は、これまでも核保有国が核性能実験、臨界前核実験および地下核実験を実施した際に抗議の
決議を行ってきました。また、米国政府に対しても、再三にわたって核性能実験や臨界前核実験
の停止を求めてきましたが、今回、米国政府が再び臨界前核実験を強行したことは、極めて遺憾
です。このように核実験を繰り返すことは、「核兵器のない世界」を目指す国際情勢の流れに逆
行し、核兵器廃絶と恒久平和を願う世界の人々の期待を裏切るものです。
　よって、本市議会は、米国政府に対し、臨界前核実験の強行にあらためて抗議するとともに、核兵
器廃絶と核実験中止を求める国際世論を真摯に受け止め、今後、いかなる核実験も恒久的に行わない
よう強く求めるものです。

その他の議案および議決結果は、７ページに掲載しています。
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建設業の体制確保には、多様な人材を確保す
ることやICTを活用した生産性向上が必要と

考えています。担い手確保に向けては、本年度から
本市の発注工事を原則週休２日としたほか、デジタ
ル技術を活用した労働環境の改善を進めます。また、
ICT導入に取り組む企業への助成制度や研修、サ
ポート窓口のほか、さらなる促進策により生産性向
上を加速させます。年度内に策定する次期プランで
は、これらの取り組みを重要施策として位置付け、
持続可能な体制確保に取り組んでいきます。

A

農家戸数や農地面積の減少、鳥獣被害の増
加など、農業を取り巻く環境は複雑化してい

ます。これらの課題を機動的に対応するため、本庁
に農業支援センターの機能を統合することを検討し
ています。これまで同センターが担ってきた取り組
みは継続し、統合後の施設は、市民の農業学習の場
やエゾシカの減容化施設などに利用するほか、官民
連携による新たな技術支援の拠点としての活用や
スマート農業などを進めることで、本市の特性を生
かした都市農業の振興を図りたいと考えています。

A

6人の議員が、市政について市長に
質問しました。
録画映像はこちらからご覧いただけます。
なお、録画映像は本定例会終了後から
２年間の公開となっております。

市政を問う！
～代表質問から～

自由民主党

小須田　大拓  議員
こ す だ とも ひろ

本市は、令和２年に「さっぽろ建設産業
活性化プラン」を策定し、建設業の人手

確保に向けた取り組みを進めていますが、人手
不足の深刻化などにより、これまで通りの工事
や除雪ができなくなる可能性があります。市民
生活を支える建設業が、今後も事業を継続して
いくためには、効果的な取り組みを早急に進め
る必要があると考えますが、次期プランにおい
てどのように取り組みますか。

Q
「さっぽろ建設産業活性化プラン」の改定

子どもの頃からのスポーツ習慣の定着によ
り、生涯にわたるスポーツ実施率向上や健

康寿命の延伸が期待できると考えています。子ども
のスポーツ機会の充実のため、多様なニーズに応え
ながら、子どもが気軽にスポーツに触れられるイベ
ントの開催や放課後にさまざまなスポーツに親しむ
場の提供、部活動の地域移行も検討を進めます。

A

制度を導入した50年前と比べて、高齢者の
人口や比率が増加しており、今後も事業費

の増加が見込まれるほか、敬老パス以外の高齢者
福祉の予算も増加していることから、高齢者だけで
なく現役世代の負担も膨らんでいます。こうした負
担の増大や利用実態の偏りなどの課題を整理して、
多角的な検討を重ね、持続可能な仕組みの構築に
向けて取り組みます。

A

国内外から投資を呼び込むため、道内の
GX事業の情報を一元的に集約するプラット

フォームや国際的な基準などに適合する認証制度
を構築するほか、金融系企業の誘致を促進するた
めの税制の検討など、環境整備を一体的に進めた
いと考えています。

A

A

スポーツは、健康寿命の延伸や子どもの
健全な成長に重要です。スポーツ実施率

を向上させるため、特に子どもの頃から多種多
様なスポーツに触れることができるようにする
など、積極的にスポーツ振興を行うことが重要
であると考えますが、いかがですか。

Q
子どものスポーツ機会の充実

バス路線の再編に当たっては、市民生活に
著しい影響がないような配慮が必要と考え

ます。そのため、バス事業者と地域ごとの状況を共
有し、市民の利便性に配慮した協議を行うととも
に、代替交通などの導入も検討しながら、公共交
通機能を維持していきたいと考えています。

A

路線バスの減便や廃止による、本市の公
共交通機能の弱体化は深刻です。特に地

下鉄やJRがない清田区では、路線バスが重要な
公共交通機関であり、経路の変更や減便は非常
に重く受け止められています。持続可能な公共
交通機能の構築に当たり、地域ごとに抱える事
情にどのように対応していきますか。

Q
地域事情を考慮した公共交通の在り方

試験施工では、従来の排雪方法と比べて所
要日数を短縮できた事例があった一方、作

業時間が長くなるなど改善すべき課題も確認でき
ました。現在、地域住民アンケートや各データを分
析しており、今後は検討会からも意見を得ながら、
試験施工を追加するなどして、持続可能な生活道
路の除排雪を検討していきます。

A

生活道路の除排雪に対する市民ニーズが
変化し、除雪事業者の体制確保が懸念さ

れる中、早急な作業の見直しが必要です。昨年
度に従来の排雪方法を再検証するための試験施
工を実施しましたが、今後どのように持続可能
な除排雪の在り方を検討しますか。

Q
持続可能な生活道路除排雪の在り方の検討

宿泊者数がコロナ禍から回復途上にあ
る定山渓地区では、国や北海道による支

援策を活用した地域活性化の取り組みが進め
られており、本市も「定山渓観光魅力アップ構
想」に基づいたさまざまな施策を展開していま
す。定山渓地区は、本市にとって重要な観光資
源であり、今後も地元関係者と各行政機関が連

Q
定山渓の観光振興

農業生産の振興や担い手育成のほか、畜産
や有害鳥獣の対策業務も担う農業支援セン

ターの本庁への統合が検討されていますが、農家

の方からは、農業支援の縮小を心配する声が寄せ
られています。都市部の農業は、新鮮な農作物の
供給や農業への理解醸成など重要な役割を担って
おり、今後は農業者不足や農地縮小の解消に向け
た農福連携（注１）などの新たな支援の検討も必要
と考えます。有害鳥獣対策業務も力を入れてほし
いと考えますが、今後の農業施策をどのように進
めていきますか。

携して、魅力的なまちづくりが進んでいくことを
期待していますが、どのように観光振興を進め
ていきますか。

Q
今後の農業施策の方向性

敬老健康パス制度への移行に当たっては、
健康寿命の延伸に主眼が置かれ、持続可

能な敬老パスの在り方が議論されていない状況
です。今後25年間で大幅な歳入の減少が見込ま
れる中、本事業の財政的な懸念や将来推計など
の情報を市民にしっかり示し、現行制度の課題
を明確にした上で、持続可能な制度を検討すべ
きだと考えますが、いかがですか。

Q
敬老パス

北海道・札幌市は「GX金融・資産運用特
区」を国に提案し、国の規制緩和などを

活用しながらGX産業を集積し、資産運用会社な
どの金融機能を呼び込もうとしています。洋上
風力発電などGX事業には多額の費用が必要とな
るため、北海道や関係機関と連携しGX投資を促
進することが必要と考えますが、今後どのよう
に進めていきますか。

Q
GX投資の促進に向けた取り組み

民主市民連合

おんむら　健太郎  議員
けん た ろう

（注1）農福連携
障がい者等が農業分野で活躍することを通じ、自信や生きがいを持って社会参画を実現していく取り組み

観光地としての磨き上げを図るため、体験型コ
ンテンツの推進や雪灯路やルミナリエといった

イベントの充実、足湯の整備などを進めてきました。
今後も国や北海道の施策と連動しながら、海外から
の観光客はもとより、若者や家族連れなど幅広い年
代に選ばれる魅力ある観光地づくりを進めます。

ゆき とう ろ
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建設業の体制確保には、多様な人材を確保す
ることやICTを活用した生産性向上が必要と

考えています。担い手確保に向けては、本年度から
本市の発注工事を原則週休２日としたほか、デジタ
ル技術を活用した労働環境の改善を進めます。また、
ICT導入に取り組む企業への助成制度や研修、サ
ポート窓口のほか、さらなる促進策により生産性向
上を加速させます。年度内に策定する次期プランで
は、これらの取り組みを重要施策として位置付け、
持続可能な体制確保に取り組んでいきます。

A

農家戸数や農地面積の減少、鳥獣被害の増
加など、農業を取り巻く環境は複雑化してい

ます。これらの課題を機動的に対応するため、本庁
に農業支援センターの機能を統合することを検討し
ています。これまで同センターが担ってきた取り組
みは継続し、統合後の施設は、市民の農業学習の場
やエゾシカの減容化施設などに利用するほか、官民
連携による新たな技術支援の拠点としての活用や
スマート農業などを進めることで、本市の特性を生
かした都市農業の振興を図りたいと考えています。

A

6人の議員が、市政について市長に
質問しました。
録画映像はこちらからご覧いただけます。
なお、録画映像は本定例会終了後から
２年間の公開となっております。

市政を問う！
～代表質問から～

自由民主党

小須田　大拓  議員
こ す だ とも ひろ

本市は、令和２年に「さっぽろ建設産業
活性化プラン」を策定し、建設業の人手

確保に向けた取り組みを進めていますが、人手
不足の深刻化などにより、これまで通りの工事
や除雪ができなくなる可能性があります。市民
生活を支える建設業が、今後も事業を継続して
いくためには、効果的な取り組みを早急に進め
る必要があると考えますが、次期プランにおい
てどのように取り組みますか。

Q
「さっぽろ建設産業活性化プラン」の改定

子どもの頃からのスポーツ習慣の定着によ
り、生涯にわたるスポーツ実施率向上や健

康寿命の延伸が期待できると考えています。子ども
のスポーツ機会の充実のため、多様なニーズに応え
ながら、子どもが気軽にスポーツに触れられるイベ
ントの開催や放課後にさまざまなスポーツに親しむ
場の提供、部活動の地域移行も検討を進めます。

A

制度を導入した50年前と比べて、高齢者の
人口や比率が増加しており、今後も事業費

の増加が見込まれるほか、敬老パス以外の高齢者
福祉の予算も増加していることから、高齢者だけで
なく現役世代の負担も膨らんでいます。こうした負
担の増大や利用実態の偏りなどの課題を整理して、
多角的な検討を重ね、持続可能な仕組みの構築に
向けて取り組みます。

A

国内外から投資を呼び込むため、道内の
GX事業の情報を一元的に集約するプラット

フォームや国際的な基準などに適合する認証制度
を構築するほか、金融系企業の誘致を促進するた
めの税制の検討など、環境整備を一体的に進めた
いと考えています。

A

A

スポーツは、健康寿命の延伸や子どもの
健全な成長に重要です。スポーツ実施率

を向上させるため、特に子どもの頃から多種多
様なスポーツに触れることができるようにする
など、積極的にスポーツ振興を行うことが重要
であると考えますが、いかがですか。

Q
子どものスポーツ機会の充実

バス路線の再編に当たっては、市民生活に
著しい影響がないような配慮が必要と考え

ます。そのため、バス事業者と地域ごとの状況を共
有し、市民の利便性に配慮した協議を行うととも
に、代替交通などの導入も検討しながら、公共交
通機能を維持していきたいと考えています。

A

路線バスの減便や廃止による、本市の公
共交通機能の弱体化は深刻です。特に地

下鉄やJRがない清田区では、路線バスが重要な
公共交通機関であり、経路の変更や減便は非常
に重く受け止められています。持続可能な公共
交通機能の構築に当たり、地域ごとに抱える事
情にどのように対応していきますか。

Q
地域事情を考慮した公共交通の在り方

試験施工では、従来の排雪方法と比べて所
要日数を短縮できた事例があった一方、作

業時間が長くなるなど改善すべき課題も確認でき
ました。現在、地域住民アンケートや各データを分
析しており、今後は検討会からも意見を得ながら、
試験施工を追加するなどして、持続可能な生活道
路の除排雪を検討していきます。

A

生活道路の除排雪に対する市民ニーズが
変化し、除雪事業者の体制確保が懸念さ

れる中、早急な作業の見直しが必要です。昨年
度に従来の排雪方法を再検証するための試験施
工を実施しましたが、今後どのように持続可能
な除排雪の在り方を検討しますか。

Q
持続可能な生活道路除排雪の在り方の検討

宿泊者数がコロナ禍から回復途上にあ
る定山渓地区では、国や北海道による支

援策を活用した地域活性化の取り組みが進め
られており、本市も「定山渓観光魅力アップ構
想」に基づいたさまざまな施策を展開していま
す。定山渓地区は、本市にとって重要な観光資
源であり、今後も地元関係者と各行政機関が連

Q
定山渓の観光振興

農業生産の振興や担い手育成のほか、畜産
や有害鳥獣の対策業務も担う農業支援セン

ターの本庁への統合が検討されていますが、農家

の方からは、農業支援の縮小を心配する声が寄せ
られています。都市部の農業は、新鮮な農作物の
供給や農業への理解醸成など重要な役割を担って
おり、今後は農業者不足や農地縮小の解消に向け
た農福連携（注１）などの新たな支援の検討も必要
と考えます。有害鳥獣対策業務も力を入れてほし
いと考えますが、今後の農業施策をどのように進
めていきますか。

携して、魅力的なまちづくりが進んでいくことを
期待していますが、どのように観光振興を進め
ていきますか。

Q
今後の農業施策の方向性

敬老健康パス制度への移行に当たっては、
健康寿命の延伸に主眼が置かれ、持続可

能な敬老パスの在り方が議論されていない状況
です。今後25年間で大幅な歳入の減少が見込ま
れる中、本事業の財政的な懸念や将来推計など
の情報を市民にしっかり示し、現行制度の課題
を明確にした上で、持続可能な制度を検討すべ
きだと考えますが、いかがですか。

Q
敬老パス

北海道・札幌市は「GX金融・資産運用特
区」を国に提案し、国の規制緩和などを

活用しながらGX産業を集積し、資産運用会社な
どの金融機能を呼び込もうとしています。洋上
風力発電などGX事業には多額の費用が必要とな
るため、北海道や関係機関と連携しGX投資を促
進することが必要と考えますが、今後どのよう
に進めていきますか。

Q
GX投資の促進に向けた取り組み

民主市民連合

おんむら　健太郎  議員
けん た ろう

（注1）農福連携
障がい者等が農業分野で活躍することを通じ、自信や生きがいを持って社会参画を実現していく取り組み

観光地としての磨き上げを図るため、体験型コ
ンテンツの推進や雪灯路やルミナリエといった

イベントの充実、足湯の整備などを進めてきました。
今後も国や北海道の施策と連動しながら、海外から
の観光客はもとより、若者や家族連れなど幅広い年
代に選ばれる魅力ある観光地づくりを進めます。

ゆき とう ろ
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札幌市内に立地する利便性を効果的にPRす
るため、就航地との連携を強化し、目にしやす

い広告媒体を活用するなど、地域特性を踏まえた取
り組みを進めたいと考えています。

A

公明党

竹内　孝代  議員
たけ うち たか よ

丘珠空港は全国的な知名度が低く、さら
なる路線誘致や利用者増に向けた取り組

みが急務です。他の地方空港では、現地ゆかり
の愛称をつけるなどの認知度向上につながる取
り組みを行っていますが、今後どのようにエア
ポートセールス（路線誘致）を行いますか。

Q
丘珠空港のエアポートセールスの取り組み

子育て家庭の孤立防止のためにも、保護
者の就労の有無にかかわらず、未就園児

のいる家庭が保育施設などを利用できる「こども
誰でも通園制度」が必要と考えますが、実施に向
けて今後どのように進めていきますか。

Q
こども誰でも通園制度の取り組み

高齢者の健康増進などに加え、タクシーなど
も利用可能とし、これまで以上の社会参加に

つなげるという目的を丁寧に説明するとともに、健
康活動に使えるポイントをあらかじめ付与するなど
の利用促進策を検討します。

A

健康寿命延伸を目指した敬老健康パスの
意義と目的を市民に分かりやすく説明す

るとともに、幅広く利用される制度となるよう
に検討すべきだと考えますが、いかがですか。

Q
敬老パスの見直し

道内各地で開設を心待ちにしている子ども
たちとその家族のためにも、北海道全体で

支援の輪を拡大していく必要があります。北海道と
連携しながら多くの理解を得られるような後押しを
したいと考えています。

A

病気の子どもたちとその家族を支えるた
めには、こどもホスピスを設置し、地域

全体で支えることが重要であると考えますが、
いかがですか。

Q
こどもホスピスづくりの今後の取り組み

試行的事業として、市内10カ所程度の事業
者を募集し、8月から通園を開始する予定で

す。この試行的事業を通して、利用者や事業者の声
を聞きながら課題を検証し、令和８年度の本格実施
に向けて準備を進めます。

A
不登校の児童・生徒の選択肢となるフリー
スクールの利用を経済的事情で諦めること

がないように、対象世帯への経済的支援が必要だ
と考えますが、いかがですか。

Q
フリースクールに通う不登校児童・生徒への支援

学校以外の多様な学びの環境を充実させ
るため、フリースクールなど民間施設へ

の補助を行っており、それが保護者の負担軽減
にもつながっていると考えています。

A
国会で離婚後も父母双方が親権を持つ共
同親権を新たに規定した改正民法が可決

されましたが、本市は、子どもの最大の利益の
ために、どのように対応していきますか。

Q
共同親権に関する民法改正を踏まえた札幌市の対応

離婚に関する親子の課題については、区役
所などで相談や支援事業を実施しています。

民法改正を踏まえて、今後は離婚後の親子の交流
や養育費確保に関する取り組みなど、関係機関と
連携して検討していきます。

A

関連法令や自衛隊の公益性を踏まえ、名簿
情報の目的外使用の禁止などを条件に名簿

を提供していますが、除外申請を広く周知すること
や十分な申請期間を設けるなど、今後も理解促進
に努めたいと考えています。

A
家庭環境にかかわらず、子どもが能力と可
能性を伸ばし、夢と希望を持って成長できる

ことが大切と考えます。現時点で習い事への助成は
難しいものの、引き続き、生活に困窮する家庭の子
どもの学習支援やさまざまな体験機会の充実を図
りたいと考えます。

A

意見交換会などで寄せられた市民の多様な
意見を反映させるため、現在、事業費の将来

見通しを含めた課題整理や経過措置の検討をして
います。今後もご意見を伺いながら持続可能な制度
の構築に取り組みます。

A

敬老パス変更案は、現行制度の存続を求め
る声が今も多く寄せられています。また、

ある調査では市民の声を重視していないとして、
市政運営を支持しない割合が増加したとの結果が
出されました。制度の変更には、市民意見を重視
し反映させるべきだと考えますが、いかがですか。

Q
敬老パス変更案に当たっての市民意見

本市は、自衛官募集への協力として、18
歳と22歳になる市民の名簿を自衛隊に提

供しています。情報提供を望まない場合は除外
申請ができますが、本人の意に反して名簿提供
されている可能性は否定できません。除外申請
を知らない市民のためにも名簿提供はやめるべ
きだと思いますが、いかがですか。

Q
自衛隊への名簿提供

日本共産党

吉岡　弘子  議員
よし おか ひろ こ

脱炭素社会の実現に向けて、ペロブスカイト
太陽電池は有力な新技術の一つであると考

えます。本市は、国が立ち上げた次世代型太陽電池
の普及に関する協議会に参加しており、脱炭素先行
地域として、実証実験などに加わっていきたいと考
えています。

A

日本発の新技術であるペロブスカイト太陽
電池は、薄くて軽くて曲げられる点やコス

ト面で従来型よりも優れています。GX金融・資
産運用特区の指定を目指す本市として、ペロブス
カイト太陽電池の導入を進めるべきだと考えます
が、いかがですか。

Q
太陽光発電へのペロブスカイト太陽電池の導入推進

家庭の経済状況によって生じている子ども
の学力や体験の格差は、将来的な格差社会

の拡大につながります。支援を必要とする子ども
たちのためにも、習い事や塾代の助成は、貧困の
連鎖を断ち切る有効な事業と考えますが、いかが
ですか。

Q
貧困の連鎖を断ち切る観点からの習い事・塾代助成

日本維新の会

荒井　勇雄  議員
あら い いさ お

道内他都市では、庁舎内で市の幹部職員が
他の職員に政治資金パーティー券を販売し、

逮捕された事件がありました。本市でも、議員か
らの依頼により政治資金パーティー券の売買に職
員が関与し、違法と知らずに罪を犯してしまうこ
とが起こり得ます。国会議員から自治体職員への
パワハラ問題が話題ですが、地方議会でもハラス
メント対策が必要です。議員から職員への各種ハ
ラスメント対策をどのように講じていきますか。

Q
議員から職員へのハラスメント対策

未来さっぽろ

成田　祐樹  議員
なり た ゆう き

議員によるものに限らず、外部からのハラス
メント行為には、組織として毅然として対応

することが必要と考えます。対応が困難な事例に適
切に対応するため、現在、相談窓口を設置し弁護士
を交えた対策を行うなど、職員が一人で抱え込まな
い体制を構築しています。

A き ぜん
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札幌市内に立地する利便性を効果的にPRす
るため、就航地との連携を強化し、目にしやす

い広告媒体を活用するなど、地域特性を踏まえた取
り組みを進めたいと考えています。

A

公明党

竹内　孝代  議員
たけ うち たか よ

丘珠空港は全国的な知名度が低く、さら
なる路線誘致や利用者増に向けた取り組

みが急務です。他の地方空港では、現地ゆかり
の愛称をつけるなどの認知度向上につながる取
り組みを行っていますが、今後どのようにエア
ポートセールス（路線誘致）を行いますか。

Q
丘珠空港のエアポートセールスの取り組み

子育て家庭の孤立防止のためにも、保護
者の就労の有無にかかわらず、未就園児

のいる家庭が保育施設などを利用できる「こども
誰でも通園制度」が必要と考えますが、実施に向
けて今後どのように進めていきますか。

Q
こども誰でも通園制度の取り組み

高齢者の健康増進などに加え、タクシーなど
も利用可能とし、これまで以上の社会参加に

つなげるという目的を丁寧に説明するとともに、健
康活動に使えるポイントをあらかじめ付与するなど
の利用促進策を検討します。

A

健康寿命延伸を目指した敬老健康パスの
意義と目的を市民に分かりやすく説明す

るとともに、幅広く利用される制度となるよう
に検討すべきだと考えますが、いかがですか。

Q
敬老パスの見直し

道内各地で開設を心待ちにしている子ども
たちとその家族のためにも、北海道全体で

支援の輪を拡大していく必要があります。北海道と
連携しながら多くの理解を得られるような後押しを
したいと考えています。

A

病気の子どもたちとその家族を支えるた
めには、こどもホスピスを設置し、地域

全体で支えることが重要であると考えますが、
いかがですか。

Q
こどもホスピスづくりの今後の取り組み

試行的事業として、市内10カ所程度の事業
者を募集し、8月から通園を開始する予定で

す。この試行的事業を通して、利用者や事業者の声
を聞きながら課題を検証し、令和８年度の本格実施
に向けて準備を進めます。

A
不登校の児童・生徒の選択肢となるフリー
スクールの利用を経済的事情で諦めること

がないように、対象世帯への経済的支援が必要だ
と考えますが、いかがですか。

Q
フリースクールに通う不登校児童・生徒への支援

学校以外の多様な学びの環境を充実させ
るため、フリースクールなど民間施設へ

の補助を行っており、それが保護者の負担軽減
にもつながっていると考えています。

A
国会で離婚後も父母双方が親権を持つ共
同親権を新たに規定した改正民法が可決

されましたが、本市は、子どもの最大の利益の
ために、どのように対応していきますか。

Q
共同親権に関する民法改正を踏まえた札幌市の対応

離婚に関する親子の課題については、区役
所などで相談や支援事業を実施しています。

民法改正を踏まえて、今後は離婚後の親子の交流
や養育費確保に関する取り組みなど、関係機関と
連携して検討していきます。

A

関連法令や自衛隊の公益性を踏まえ、名簿
情報の目的外使用の禁止などを条件に名簿

を提供していますが、除外申請を広く周知すること
や十分な申請期間を設けるなど、今後も理解促進
に努めたいと考えています。

A
家庭環境にかかわらず、子どもが能力と可
能性を伸ばし、夢と希望を持って成長できる

ことが大切と考えます。現時点で習い事への助成は
難しいものの、引き続き、生活に困窮する家庭の子
どもの学習支援やさまざまな体験機会の充実を図
りたいと考えます。

A

意見交換会などで寄せられた市民の多様な
意見を反映させるため、現在、事業費の将来

見通しを含めた課題整理や経過措置の検討をして
います。今後もご意見を伺いながら持続可能な制度
の構築に取り組みます。

A

敬老パス変更案は、現行制度の存続を求め
る声が今も多く寄せられています。また、

ある調査では市民の声を重視していないとして、
市政運営を支持しない割合が増加したとの結果が
出されました。制度の変更には、市民意見を重視
し反映させるべきだと考えますが、いかがですか。

Q
敬老パス変更案に当たっての市民意見

本市は、自衛官募集への協力として、18
歳と22歳になる市民の名簿を自衛隊に提

供しています。情報提供を望まない場合は除外
申請ができますが、本人の意に反して名簿提供
されている可能性は否定できません。除外申請
を知らない市民のためにも名簿提供はやめるべ
きだと思いますが、いかがですか。

Q
自衛隊への名簿提供

日本共産党

吉岡　弘子  議員
よし おか ひろ こ

脱炭素社会の実現に向けて、ペロブスカイト
太陽電池は有力な新技術の一つであると考

えます。本市は、国が立ち上げた次世代型太陽電池
の普及に関する協議会に参加しており、脱炭素先行
地域として、実証実験などに加わっていきたいと考
えています。

A

日本発の新技術であるペロブスカイト太陽
電池は、薄くて軽くて曲げられる点やコス

ト面で従来型よりも優れています。GX金融・資
産運用特区の指定を目指す本市として、ペロブス
カイト太陽電池の導入を進めるべきだと考えます
が、いかがですか。

Q
太陽光発電へのペロブスカイト太陽電池の導入推進

家庭の経済状況によって生じている子ども
の学力や体験の格差は、将来的な格差社会

の拡大につながります。支援を必要とする子ども
たちのためにも、習い事や塾代の助成は、貧困の
連鎖を断ち切る有効な事業と考えますが、いかが
ですか。

Q
貧困の連鎖を断ち切る観点からの習い事・塾代助成

日本維新の会

荒井　勇雄  議員
あら い いさ お

道内他都市では、庁舎内で市の幹部職員が
他の職員に政治資金パーティー券を販売し、

逮捕された事件がありました。本市でも、議員か
らの依頼により政治資金パーティー券の売買に職
員が関与し、違法と知らずに罪を犯してしまうこ
とが起こり得ます。国会議員から自治体職員への
パワハラ問題が話題ですが、地方議会でもハラス
メント対策が必要です。議員から職員への各種ハ
ラスメント対策をどのように講じていきますか。

Q
議員から職員へのハラスメント対策

未来さっぽろ

成田　祐樹  議員
なり た ゆう き

議員によるものに限らず、外部からのハラス
メント行為には、組織として毅然として対応

することが必要と考えます。対応が困難な事例に適
切に対応するため、現在、相談窓口を設置し弁護士
を交えた対策を行うなど、職員が一人で抱え込まな
い体制を構築しています。

A き ぜん
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本定例会の議決結果一覧

件　名
（議=議案/諮=諮問/意=意見書案/決=決議案/陳=陳情/報=報告）

結果
各会派の賛否 (賛成＝○/反対＝×)

※自民…自由民主党／民主…民主市民連合／公明…公明党／共産…日本共産党／維新…日本維新の会／かずさ…山口かずさ／
　未来…未来さっぽろ／大地…大地さっぽろ／市民ネ…市民ネットワーク北海道

自

民

民

主

公

明

共

産

維

新

か
ず
さ

未

来

大

地

市
民
ネ

議１） 令和６年度札幌市一般会計補正予算（第１号）

議２） 令和６年度札幌市国民健康保険会計補正予算（第１号）

議３） 令和６年度札幌市後期高齢者医療会計補正予算（第１号）

議４） 令和６年度札幌市公債会計補正予算（第１号）

議５） 札幌市区の設置等に関する条例等の一部を改正する条例案

議６） 札幌市附属機関設置条例の一部を改正する条例案

議７） 札幌市税条例等の一部を改正する条例案

議８） 札幌市控除対象特定非営利活動法人等を定める条例を廃止する条例案

議９） 札幌市障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための
　　　 法律施行条例等の一部を改正する条例案
議10）札幌市幼保連携型認定こども園の設備及び運営の基準に関する条例等の
　　　 一部を改正する条例案

議11）札幌市児童福祉施設条例の一部を改正する条例案

議12）札幌市児童会館条例の一部を改正する条例案

議13）札幌市老人休養ホーム条例の一部を改正する条例案

議14）札幌市介護保険条例等の一部を改正する条例案

議15）札幌市水道布設工事監督者の配置基準及び資格並びに水道技術管理者の
　　　 資格に関する条例の一部を改正する条例案

議16）山本通山本跨線橋上部工新設工事請負契約締結の件

議17）市営住宅発寒団地建替５号棟・集会所新築工事請負契約締結の件

議18）（仮称）新展示場整備事業事業契約締結の件

議19）モエレ沼公園硬式野球場スタンド新築ほか
　　　 工事請負契約締結の件議決変更の件

議20）損害賠償及び和解に関する件

議21）市道の認定及び変更の件

議22）教育長任命に関する件

議23）札幌市議会会議規則の一部を改正する規則案

議24）札幌市議会委員会条例の一部を改正する条例案

諮１） 人事擁護委員候補者推薦に関する件

意１） 地方創生に貢献するサーキュラーエコノミー（循環型経済）の
 一層の推進を求める意見書

意２） 若者の市販薬のオーバードーズ（過剰摂取）防止対策の強化を求める意見書

意３） ２０２４年度北海道最低賃金改正等に関する意見書

意４） 義務教育費国庫負担制度堅持と負担率２分の１への復元、
　　 「少人数学級」の実現などに向けた教育予算の確保・拡充と就学保障の
　　　 充実を求める意見書
意５） 在留ミャンマー人及び日本への避難を希望するミャンマー人の安全確保を

 求める意見書

意６） 地方財政の充実・強化を求める意見書

意７） 「これからの高校づくりに関する指針」（改訂版）を見直し、すべての子どもに
 豊かな学びを保障する高校教育を求める意見書
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件　名
（議=議案/諮=諮問/意=意見書案/決=決議案/陳=陳情/報=報告）

結果
各会派の賛否 (賛成＝○/反対＝×)
自

民
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主
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意８） 地方自治法改正に関わる意見書

決１） 米国の臨界前核実験に抗議する決議

陳１）「虹と雪のバラード」を当市「無形文化財」（音楽）に指定することを求める陳情

報１） 令和５年度札幌市繰越明許費繰越計算書

報２） 令和５年度札幌市事故繰越し繰越計算書

報３） 令和５年度札幌市中央卸売市場事業会計予算繰越計算書

報４） 令和５年度札幌市軌道整備事業会計予算繰越計算書

報５） 令和５年度札幌市高速電車事業会計予算繰越計算書

報６） 令和５年度札幌市水道事業会計予算繰越計算書

報７） 令和５年度札幌市下水道事業会計予算繰越計算書

報８～11）専決処分報告（訴えの提起/調停/損害賠償及び和解/工事請負契約
　　　　　 金額変更）
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議員の資産などを公開しています

●資産等報告書
　議員が所有する土地や建物、預貯金などの資産についての報告書
●資産等補充報告書
　議員の土地や建物、預貯金などの資産の増加分についての報告書
●所得等報告書
　議員の所得等についての報告書
●関連会社等報告書
　議員が報酬を得て役員や顧問などに就任している会社やその他の法人についての報告書

閲覧時間：午前８時45分～午後５時15分（土・日曜、祝休日を除く）
閲覧場所：市役所本庁舎16階　議会事務局
お問い合わせ：議会事務局総務課　℡（011）211-3162

電子書籍版『さっぽろ市議会だより』をご利用ください
　電子書籍サイトやスマートフォンアプリに
「さっぽろ市議会だより」を掲載しています。
ご自宅のパソコン、スマートフォンやタブレット
型端末を使ってご覧いただけます。ぜひ、
ご利用ください。

電子書籍で市議会だより

掲載先

■マチイロ　
■札幌市電子図書館
■ホッカイドウイーブックス
■北海道の広報まるごと検索くん



「政治倫理の確立のための札幌市議会の議員の資産等の公開に関する条例」に基づいて、議員から
提出された報告書を公開しています。

さっぽろ市議会だより　No.143 さっぽろ市議会だより　No.1437 8

本定例会の議決結果一覧

件　名
（議=議案/諮=諮問/意=意見書案/決=決議案/陳=陳情/報=報告）

結果
各会派の賛否 (賛成＝○/反対＝×)

※自民…自由民主党／民主…民主市民連合／公明…公明党／共産…日本共産党／維新…日本維新の会／かずさ…山口かずさ／
　未来…未来さっぽろ／大地…大地さっぽろ／市民ネ…市民ネットワーク北海道

自

民

民

主

公

明

共

産

維

新

か
ず
さ

未

来

大

地

市
民
ネ

議１） 令和６年度札幌市一般会計補正予算（第１号）

議２） 令和６年度札幌市国民健康保険会計補正予算（第１号）

議３） 令和６年度札幌市後期高齢者医療会計補正予算（第１号）

議４） 令和６年度札幌市公債会計補正予算（第１号）

議５） 札幌市区の設置等に関する条例等の一部を改正する条例案

議６） 札幌市附属機関設置条例の一部を改正する条例案

議７） 札幌市税条例等の一部を改正する条例案

議８） 札幌市控除対象特定非営利活動法人等を定める条例を廃止する条例案

議９） 札幌市障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための
　　　 法律施行条例等の一部を改正する条例案
議10）札幌市幼保連携型認定こども園の設備及び運営の基準に関する条例等の
　　　 一部を改正する条例案

議11）札幌市児童福祉施設条例の一部を改正する条例案

議12）札幌市児童会館条例の一部を改正する条例案

議13）札幌市老人休養ホーム条例の一部を改正する条例案

議14）札幌市介護保険条例等の一部を改正する条例案

議15）札幌市水道布設工事監督者の配置基準及び資格並びに水道技術管理者の
　　　 資格に関する条例の一部を改正する条例案

議16）山本通山本跨線橋上部工新設工事請負契約締結の件

議17）市営住宅発寒団地建替５号棟・集会所新築工事請負契約締結の件

議18）（仮称）新展示場整備事業事業契約締結の件

議19）モエレ沼公園硬式野球場スタンド新築ほか
　　　 工事請負契約締結の件議決変更の件

議20）損害賠償及び和解に関する件

議21）市道の認定及び変更の件

議22）教育長任命に関する件

議23）札幌市議会会議規則の一部を改正する規則案

議24）札幌市議会委員会条例の一部を改正する条例案

諮１） 人事擁護委員候補者推薦に関する件

意１） 地方創生に貢献するサーキュラーエコノミー（循環型経済）の
 一層の推進を求める意見書

意２） 若者の市販薬のオーバードーズ（過剰摂取）防止対策の強化を求める意見書

意３） ２０２４年度北海道最低賃金改正等に関する意見書

意４） 義務教育費国庫負担制度堅持と負担率２分の１への復元、
　　 「少人数学級」の実現などに向けた教育予算の確保・拡充と就学保障の
　　　 充実を求める意見書
意５） 在留ミャンマー人及び日本への避難を希望するミャンマー人の安全確保を

 求める意見書

意６） 地方財政の充実・強化を求める意見書

意７） 「これからの高校づくりに関する指針」（改訂版）を見直し、すべての子どもに
 豊かな学びを保障する高校教育を求める意見書

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

同　意

可　決

可　決
推薦することを
適当と認める

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

可　決

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

×

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇

〇
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（議=議案/諮=諮問/意=意見書案/決=決議案/陳=陳情/報=報告）

結果
各会派の賛否 (賛成＝○/反対＝×)
自

民

民

主
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ネ

意８） 地方自治法改正に関わる意見書

決１） 米国の臨界前核実験に抗議する決議

陳１）「虹と雪のバラード」を当市「無形文化財」（音楽）に指定することを求める陳情

報１） 令和５年度札幌市繰越明許費繰越計算書

報２） 令和５年度札幌市事故繰越し繰越計算書

報３） 令和５年度札幌市中央卸売市場事業会計予算繰越計算書

報４） 令和５年度札幌市軌道整備事業会計予算繰越計算書

報５） 令和５年度札幌市高速電車事業会計予算繰越計算書

報６） 令和５年度札幌市水道事業会計予算繰越計算書

報７） 令和５年度札幌市下水道事業会計予算繰越計算書

報８～11）専決処分報告（訴えの提起/調停/損害賠償及び和解/工事請負契約
　　　　　 金額変更）
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議員の資産などを公開しています

●資産等報告書
　議員が所有する土地や建物、預貯金などの資産についての報告書
●資産等補充報告書
　議員の土地や建物、預貯金などの資産の増加分についての報告書
●所得等報告書
　議員の所得等についての報告書
●関連会社等報告書
　議員が報酬を得て役員や顧問などに就任している会社やその他の法人についての報告書

閲覧時間：午前８時45分～午後５時15分（土・日曜、祝休日を除く）
閲覧場所：市役所本庁舎16階　議会事務局
お問い合わせ：議会事務局総務課　℡（011）211-3162

電子書籍版『さっぽろ市議会だより』をご利用ください
　電子書籍サイトやスマートフォンアプリに
「さっぽろ市議会だより」を掲載しています。
ご自宅のパソコン、スマートフォンやタブレット
型端末を使ってご覧いただけます。ぜひ、
ご利用ください。

電子書籍で市議会だより

掲載先

■マチイロ　
■札幌市電子図書館
■ホッカイドウイーブックス
■北海道の広報まるごと検索くん



2024

さっぽろの“いま”を伝え、未来につなげるさっぽろの“いま”を伝え、未来につなげる

さっぽろ市議会だより　No.143

札幌市議会ホームページアドレス

https://www.city.sapporo.jp/gikai/
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● 可決した主な議案
● 可決した主な意見書・決議
● 市政を問う！代表質問から
● 本定例会の議決結果一覧
● 議員の資産などを公開しています
● 永年勤続議員への表彰状を伝達
● アメリカ・ポートランド市を
　 訪問しました
● 令和６年第３回定例会審議日程

1
2
3
7
8
9

9
9

● 可決した主な議案
● 可決した主な意見書・決議
● 市政を問う！代表質問から
● 本定例会の議決結果一覧
● 議員の資産などを公開しています
● 永年勤続議員への表彰状を伝達
● アメリカ・ポートランド市を
　 訪問しました
● 令和６年第３回定例会審議日程

第2回 定例会
（５月１７日～６月４日）

DIC 157s

令和6年度の補正予算などを
審議しました

令和6年 8月 夏令和6年 8月 夏 88

アメリカ・ポートランド市を訪問しました

令和6年第3回定例会

　下表のとおり、９月18日から11月１日までの会期
45日間で開催し、各会派の代表質問は9月25日か
ら３日間の予定です。
　なお、日程は変更する場合がありますので、事前
にご確認ください。

～決算特別委員会　審査日程～
第１部

副委員長の互選など①

③

②

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

第2部

審 議 日 程

消防局/環境局

まちづくり政策局

危機管理局/総務局/
デジタル戦略推進局 

市民文化局

子ども未来局

病院局/保健福祉局

建設局
会計室/財政局/議会事務局/
選挙管理委員会/人事委員会/
監査委員

保健福祉局

農業委員会/経済観光局

交通局/スポーツ局

都市局

下水道河川局/水道局教育委員会

討論および採決

月日 審議日程
本会議

本会議

本会議

本会議

本会議

本会議

招集日、市長提案説明など

契約案件など議決、代表質問

代表質問

常任委員会

補正予算など議決

決算特別委員会②

決算特別委員会③

決算特別委員会④

決算特別委員会⑤

決算特別委員会⑥

決算特別委員会⑦

決算特別委員会⑧

決算特別委員会⑨

9月 18日（水）

9月 25日（水）

9月 26日（木）

10月   1 日（火）

10月   3 日（木）

10月   4 日（金）

10月 11日（金）

10月 17日（木）

10月 21日（月）

10月 23日（水）

10月 25日（金）

10月 28日（月）

10月 30日（水）

9月 27日（金）

11月   1 日（金） 最終日

代表質問、議案付託
決算特別委員会①

永年勤続議員への表彰状を伝達
　６月４日、本会議場で永年勤続議員への表彰状伝
達式が行われました。これは、５月22日に開催された
全国市議会議長会定期総会で、市議会議員の在職
が25年以上となった議員が特別表彰を受けたことに
よるものです。
　表彰された議員は次のとおりです。

か ず お

い が ら し と く み

お さ な い な お や

○在職25年以上 こんどう　和雄　議員
五十嵐　徳　美　議員
長　内　直　也　議員

いい じま

▲３人の議員を代表して、飯島議長から、
　表彰状を受け取るこんどう議員（右）

　札幌市とポートランド市の姉妹都市提携65周年を
迎え、飯島議長を団長とする議会訪問団12人がポート
ランド市を訪問しました。
　このたびの記念訪問には、議会訪問団のほか、秋元
市長、経済関係団体など、総勢36人が参加しました。
　テッド・ウィーラー市長および吉岡雄三・在ポート
ランド総領事を表敬訪問し、現地情勢についてお話
を伺い、意見交換を行ったほか、ポートランド市主催
の記念式典やレセプションへの出席、産業支援団体
や半導体産業などの企業を視察しました。
　今回の訪問は、この65年間で築き上げてきた両市
の友好関係の深さを改めて実感する貴重な機会とな
りました。今後も両都市間の交流を深め、相互発展に
取り組んでいきます。

いい じま

あき もと

よし おか ゆう ぞう

いい じま
▲テッド・ウィーラー市長を表敬訪問する
　飯島議長


